
まえがき＝高強度焼結材料の原料鉄粉は，拡散型鋼粉と
プレアロイ型鋼粉の2種類に大別される。代表的な拡散
型鋼の品種として，4％Ni-1.5％Cu-0.5％Mo拡散型鋼粉
（以下，4Ni拡散型という）がある。この4Ni拡散型は，
圧縮性に優れるため高密度化が容易である。また，焼結
体でマルテンサイト組織が得られるため，引張強さ



結材料における金属組織の面積率を示す。さらに，図4
は，Mo量とベイナイト量の関係を示す。0.1wt％Mo材
の金属組織はフェライト＋パーライト組織であるのに対
し，0.2wt％Mo材では鉄粉粒子の表層部にベイナイト組
織，中心部はパーライト組織のベイナイト＋パーライト
組織となっている。このことから，ベイナイト組織によ
って引張強さが向上したと考えられる5）。Mo量が増加
するにしたがってベイナイト＋パーライト組織中のベイ

ナイト量は増加しており，Moが1.5wt％となるとマルテ
ンサイトが出現している。
1．3　考察

　0.2～0.85wt％Moの範囲で引張強さがほぼ同じ値であ






